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2025 年度南越前町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

当町は福井県の中央に位置し、稲作を中心にそば、大麦、大豆等による水田農業が営ま

れているほか、特産品である花ハスや梅、水仙が栽培されている。 

 しかし、山間部における農地の集積、集約化が難しいことや担い手の高齢化問題、また

鳥獣害による農作物の被害の増大や、中山間地域の耕作条件の良くない農地の荒廃化が懸

念されている。 

 今後は２年３作体系をさらに発展させ、大麦、大豆、そばの収量を高めるとともに、不

作付地や排水不良田における飼料用米の作付を推進し、生産性向上と農業者の収益の増大

を図る必要がある。 

 また、農地中間管理事業を活用した農地の集積、集約化や集落営農の組織化、法人化を

進め、農業生産の省力化とコスト低減による一層の農業所得の向上を図る必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力強化 

に向けた産地としての取組方針・目標 

農業者の所得向上や水田農業の発展を目指し、大麦、そば、大豆、飼料用米等の作物を

中心に作付けを推進している。野菜については、ネギ、キャベツ、ブロッコリー等、果樹

については、ウメ、ブドウ等、花卉については、花ハスを中心に生産を奨励することで、

農業者の所得向上を図るとともに、安定した供給量の確保、地域ブランド化を目指す。 

 いずれの生産振興においても、近年被害の拡大している獣害の防止策が大前提となり、 

効率的な対策を並行して実施していく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

水田の利用状況の点検方針としては、営農計画書及び現地確認により圃場の確認を行

い、生産者等とも協議のうえ、必要に応じて畑地化支援を活用した畑地化の推進を図る。

また、水田を最大限活用していくため、ブロックローテーションによる２年３作体系を維

持しながら、生産コスト削減と付加価値の向上、高収益作物の推進を図る。 

 また、担い手の高齢化、後継者不足等が見込まれているため、地域計画等に沿って、担

い手確保、後継者育成等、計画的な取組を実施していく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 
生産数量目安に沿った作付面積を確保する一方で、米価の高騰による米の需要量が 

多くなるなか、ＪＡが中心となり需要に応じた生産を実施する。また、地域の需要

に応じた生産体制の構築を図り、不作付地への主食用米の作付を促進し、水田のフ

ル活用を目指す。 

 

 

 



（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    近隣の畜産農家の需要を満たすため、生産農家と畜産農家の意向を踏まえ、需要 

に応じた生産を進める。また、多収品種の導入と区分管理により、作期分散と農

家所得の確保を図る。 

 

  イ 加工用米 

    麦や大豆等の生産が不向きな排水不良の水田において、加工用米の取組みを推進

する。特に、中山間地などの条件不利地域においては、湿田でも栽培が可能な加

工用米等の作付けを進める。 

 

（３）麦、大豆 

   大麦、大豆については、実需者ニーズに即した生産量と品質を確保するため、集落 

を基本としたブロックローテーションによる大麦＋大豆、大麦＋そばの周年作の推進 

と併せ、湿害を回避するための排水対策や団地化栽培を進めるとともに、機械の導入 

による省力化・機械化体系を構築し、収量や品質の向上に努める。 

 

（４）そば、なたね 

   そばについては、大麦＋そばの周年作を推進するとともに、団地化による生産コス 

トの低減化を推進し、農業者の所得確保を図る。また、適期播種、適期収穫及び圃場 

内排水溝の本数を増やすなどの排水対策を徹底し、安定した収量・品質を確保する。 

 

（５）高収益作物 

   農業者の所得向上を図るため、県が指定する推進品目を重点的に支援し、新たな産 

地育成を図るとともに、産地の維持・拡大を図り、地域農業の活性化を図る。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ７ 産地交付金の活用方法の概要  
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